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男女大学生における身体満足感の関連要因の検討

─BMI，自尊感情，性格特性から─
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背景: 身体満足感の低下は，痩身願望や抑うつなどの心理的な問題を引き起こす可能性があ

る。そこで本研究では，身体満足感と関連する要因について，「個人の実体型」，「自尊感

情」，「性格特性の各特徴」から男女別に検討した。

方法: 調査参加者は男性44名 (19.5 ± 1.8歳)，女性89名 (18.7 ± 1.2歳)，合計133名 (19.0 ± 1.5

歳) の大学生及び大学院生であった。2016年9月から10月まで，4年制大学の授業において，

研究に関する説明を聞いた上で調査協力に同意した大学生及び大学院生に対してのみ，

BMI，自尊感情，個人の性格特性，身体満足感を測定する質問紙への回答を無記名で求め

た。回答を済ませた質問紙はその場で回収した。男女別に身体満足感と関連する要因を検討

するために，身体満足感を目的変数，“BMI，自尊感情，BFS”を説明変数として，ステッ

プワイズ法による重回帰分析を行った。

結果: 重回帰分析の結果から，男女共にBMIが身体満足感と有意な負の関連があることが示

唆された。また，男性では，神経症傾向が身体満足感と有意な負の関連があり，女性では，

自尊感情が身体満足感と有意な正の関連があった。

結論: 身体満足感と関連している要因は，男女ともに「個人の実体型」であり，さらに男性

では神経症傾向が，女性では自尊感情であり，男女において身体満足感と関連する心理的要

因は異なることが示唆された。今後，体脂肪率や筋肉量，自己の身体の外見や機能性に対す

る愛情や受容などを含めて，身体満足感についてさらに検討を加えていきたい。
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序　　文

　日本では，一般の女子大学生はダイエット経験率が

高く，ダイエットの目的として，痩身になることを重

視していることが報告されている1,2。痩身になること

を重視する背景には，日本人女性が欧米文化の影響を

受けて，痩身を「女性の美と成功」の象徴として考え

るようになったことが挙げられる3。それに加え，テレ

ビや雑誌などのメディアの影響から，痩身を理想的な

体型として内面化し，痩身願望を抱くようになったこ

とも背景にあると考えられている4。このような日本人

女性の状況に追随するように，痩身を賞賛する傾向は

男性にも強まり，さらには若齢化している5-7。そし

て，美を意識して過度に痩身傾向に傾きやすい若齢男

女の実体型は，身体満足感の低さと関連すると考えら

れている7-9。身体満足感は，自身の身体に対する満足

感と定義され10，身体満足感が低下することにより，

痩身願望11や抑うつ12などの心理的な問題や，食行動異

常7や危険な減量行動7などの行動的な問題を引き起こ

すことが示されており，若齢男女の心理的健康に関す

る深刻な問題の一つである13。

　一方，身体満足感に影響を与える要因として，実体

型以外に，自己の能力や価値に対する自己評価的な感

情などを示す自尊感情が，挙げられる14。その傾向

は，韓国人の女子中高生や日本人の女子大学生におい

ても認められている15,16。また，男女の高校生におい

て，自尊感情の低さが不健康な食行動や抑うつと関連

しているため17，自尊感情が低下することで結果的に

身体満足感が低下する可能性も推察される。しかし，

男性の大学生における身体満足感と自尊感情との関連

についてはこれまでに明らかになっていない。

　さらに「自尊感情」と同様に，「神経症傾向」，「外向
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性」，「開放性」，「協調性」，「誠実性」といった個人の

性格特性が，身体満足感に影響を及ぼすと考えられて

いる18。また，性格特性の各特徴は，健康に関する行

動と繋がりがあるとされている19。例えば，外向性が

低い人は外向性が高い人と比べ，身体活動に従事する

傾向が低く，健康志向も低いことが示されている20。

また，神経症傾向が高い人は神経症傾向が低い人と比

べ，健康的でない食生活を送っていることなどが明ら

かにされている21。このように，性格特性の各特徴は

身体活動や食行動と関連しているため，結果的に痩身

体型や肥満体型などの不健康な体型や身体満足感の低

さなどの原因となりうる可能性も推察される。しか

し，身体満足感と性格特性の各特徴の関連については

未だ不明瞭な状況である。

　以上より，本研究では，大学生を対象に，身体満足

感，個人の実体型 (BMI)，性格特性などについて調

べ，個人の実体型 (BMI)，自尊感情，および性格特性

の各特徴から，身体満足感の関連要因を男女別に検討

した。身体満足感とそれに関連する要因を男女別に検

討することで，痩身願望11や抑うつ12などの心理的な問

題に至るプロセスの男女の違いに対する理解の一助と

する。

対象と方法

1. 調査参加者

　調査参加者は都内の私立大学の学部学生および大学

院生のうち，研究について口頭で説明し，調査内容を

理解した上で研究参加に同意した男性44名 (19.5 ± 1.8

歳)，女性89名 (18.7 ± 1.2歳)，合計133名 (19.0 ± 1.5

歳) であった。

2. 質問紙

　質問紙は以下のフェイスシートおよび各心理尺度か

ら構成され，参加者には一度に全てを配布し，回答を

求めた。

3. フェイスシート

　年齢 (歳)，学年 (年)，性別 (男・女)，BMIなどの参

加者の基本的な情報を収集する項目を設定した。BMI

に関しては，フェイスシートに掲載されたBMIの値を

算出する計算式 (BMI = 体重 [kg] ÷ (身長 [m])2) に則っ

て，調査参加者が自身でBMIの値を算出した後，BMI

の値のみを記入させた。

4. 自尊感情

　各参加者の自尊感情の測定には，日本語版ローゼン

バーグ自尊感情尺度 (the Rosenberg Self-Esteem Scale:

以下，RSES)22を使用した。RSESは，自己の能力や価

値に対する全般的な感情や感覚を測定するものであ

る。全10項目から構成されており，「1: あてはまらな

い」から「5: あてはまる」の5件法で回答を求めた。

5. 個人の性格特性

　日本語の性格特性用語を用いたthe Big Five Scales

(以下，BFS)23を使用して，参加者の性格特性を測定し

た。BFSは，外向性，神経症傾向，開放性，誠実性，

調和性の5因子から構成されており，各個人の全体的な

パーソナリティを測定できる指標である。全60項目か

ら構成されており，「1: まったくあてはまらない」から

「7: 非常にあてはまる」の7件法で回答を求めた。

6. 身体満足感

　身体満足感は，先行研究16を参考に，「あなたは今現

在自分の身体にどの程度満足していますか？」，「あな

たは今現在自分の身体についてどの程度魅力的である

と思っていますか？」という，2項目で測定した。前者

は「1: 全く満足していない」から「7: とても満足して

いる」，後者は「1: 全く魅力的でない」から「7: とて

も魅力的である」の7件法で回答を求めた。

7. 手続きと倫理的配慮

　4年制大学の授業において授業担当者の許可を得て，

調査への参加協力者を募集した。調査への協力は強制

ではなく任意であること，調査に協力しないことに

よって単位の取得や成績評価に対する不利益は一切存

在しないこと，一旦調査協力に同意した後でも途中で

回答の取り消しが可能であり，それまでの過程で得ら

れた結果はその時点で廃棄されること，質問紙調査に

協力した場合，調査の過程で得られたいかなる情報も

他者が知り得ないよう取扱いを慎重に行うことを同意

書の説明文に示し，口頭でも詳細に説明した。説明を

聞いた上で調査協力に同意した大学生に対してのみ質

問紙への回答を無記名で求めた。回答を済ませた質問

紙はその場で回収した。なお，本研究の実施に際して

は，法政大学文学部心理学科・心理学専攻倫理委員会

の承認を得た。

8. 分析の概略

　始めに，BMI，自尊感情，BFSの各下位尺度得点，

および身体満足感における性差を検討するために，各

得点について，2群 (男性・女性) におけるt検定を実施

した。これに続き，男女別に身体満足感と関連する要

因を検討するために，身体満足感を目的変数，

“BMI，自尊感情，BFS”を説明変数として，ステッ

プワイズ法による重回帰分析を行った。なお，投入さ

れた変数の偏回帰係数の有意性の基準 (5%水準) で変

数の投入を打ち切った。解析にはIBM社製のSPSS

Statistics (ver.23) を使用し，両側検定に基づくp値を示

し有意水準を5%未満として判定を行った。なお，本文
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および図表においては，特別な指示がない限り平均値

等の各種数値は小数点以下第1位まで，統計解析の結果

については小数点以下第2位まで示した。

結　　果

1. 調査参加者の基本属性及びt検定

　表1には，男女における各尺度得点の平均と標準偏差

およびt値を示した。2群 (男性，女性) におけるt検定

の結果，BMI，自尊感情，BFSの開放性において，男

性は女性と比べて有意に得点が高かった (t (131) ≧

2.15，P < 0.05)。しかし，身体満足感，BFSを構成する

外向性，神経症傾向，誠実性，調和性については男女

間に有意な差異は認められなかった。

2. 身体満足感を目的変数とした重回帰分析

　表2には，身体満足感を目的変数とし，BMI，自尊感

情，BFSを説明変数とした重回帰分析の結果を男女別

に示した。共線性の診断では，多重共線性は認められ

なかった。男性の場合，身体満足感に有意な負の関連

を示した要因は，「BMI」，「神経症傾向」であった

(F (2，41) = 13.92，P < 0.05)。一方，女性の場合，身

体満足感に有意な負の関連を示した要因は，「BMI」で

あり，有意な正の関連を示した要因は，「自尊感情」で

あった (F (2，86) = 8.61，P < 0.05)。

考　　察

　本研究の結果 (表1)，調査参加者から得られたBMI，

自尊感情，およびBFSの開放性において，女性と比較

して男性の得点が有意に高いことが明らかになった。

そのため，男性は女性に比べ，BMI，自尊感情，およ

び開放性が高いことが示唆され，これらは先行研究24-

26の知見と一致していた。一方で，身体満足感におい

て，男女間の有意な差は認められなかった。中高生の

男女を対象とした先行研究では，男性は女性に比べ，

身体満足感が高い事が示されている7。これは10代の女

性が年齢の上昇に伴って身体満足感が低下することに

表1.  2群におけるBMIと各質問項目の得点

男性 (n = 44) 女性 (n = 89)
t値

M SD M SD

BMI 22.1   3.6 20.8   2.3    2.38*

自尊感情 32.0   7.1 28.1   6.7    3.09*

個人の基礎的性格特性

  外向性 47.7 10.7 48.7 11.4 -0.47
  神経症傾向 51.2 14.4 54.6 13.3 -1.34
  開放性 51.0 10.8 46.5 11.4    2.15*
  誠実性 44.9 10.6 45.6   9.3 -0.36
  調和性 54.3   9.3 52.0 10.9  1.20

身体満足感   3.6   1.1   3.3   1.1  1.33

*P < 0.05

表2.  男女別における身体満足感を目的変数とした重回帰分析

β t P

男性 (n = 44)
  BMI -0.47* -3.88 <0.01
  神経症傾向 -0.40* -3.34 <0.01
F (2，41) = 13.92*，AdjR2 = 0.38

女性 (n = 89)
  自尊感情  0.37* 3.72 <0.01
  BMI -0.26* -2.58 0.01
F (2，86) = 8.61*，AdjR2 = 0.15

*P < 0.05
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由来すると想定されている27。しかし，本研究では，

中高生ではなく，大学生の男女を対象としているた

め，対象集団の年齢に依存した身体的特性の変化が身

体満足感に影響を及ぼした可能性がある。今後の研究

では，対象集団の年齢差を考慮した身体満足感の違い

を検討していく必要がある。

　本研究の重回帰分析の結果から (表2)，男女共にBMI

が身体満足感と有意な負の関連があることが示唆され

た。BMIの数値が増大すれば肥満症である可能性が高

まるため，若齢男女において過度な痩身志向を有する

者が増えている日本の現状に鑑みれば5,6，BMIの数値

が増加することで身体満足感の低下に繋がると推察さ

れる。一方で，本研究ではBMIを実体型として捉えた

が，必ずしもBMIの数値だけで実体型を適切に評価で

きるとは限らない。BMIによる評価によって「標準」

あるいは「痩せ」と判定された場合でも，実際には体

脂肪率が高い「隠れ肥満」が存在している場合もあ

る28。今後は，BMIだけでなく，体脂肪率などの測定も

行った上での身体満足感との関連の検討が必要である。

　また，今回得られた結果から，男性のみの場合，神

経症傾向も，身体満足感と有意な負の関連があること

がわかった。神経症傾向の質問項目の内容23から解釈

すれば，感情面・情緒面での不安定さと身体満足感の

低下とは関連がある。自己の外見に対して否定的な評

価を行う傾向のある神経症傾向の男性はおり29，身体

満足感に対しても同様に否定的にとらえる傾向がある

と考えられる。また，神経症傾向は目的・計画などに

沿って自らの行動をコントロールする能力である自己

志向性と負の関係性を有している30。そのため，神経

症傾向の男性は理想の体型を目標とした日常的な運動

や食事などを上手くコントロールできていない可能性

があり，結果として身体満足感が低くなるかもしれな

い。さらに，神経症傾向は実際の体重と理想の体重と

の差や筋肉質への欲求と関連しており18,31，それらが高

まることにより，男性の身体満足感の低下に繋がると

推察される。

　一方，女性のみの場合，自尊感情が身体満足感と有

意な正の関連があることがわかった。自尊感情の高さ

は，身体像に関する悩みや不安の少なさ，自身の体重

や体型に関して肯定的な評価の促進と関連しており32，

そのため自尊感情が高い女性は，身体満足感が高くな

ると考えられる。また，自尊感情は現在の体型のまま

でいることに対するデメリット感と関連することが明

らかになっており33，自尊感情が高い女性は現在の体

型に対するデメリット感が少ないことで，身体満足感

が高い可能性も考えられる。そのため，本研究の結果

は，これらの関連性を反映した結果であると推察さ

れる。

　以上より，身体満足感においては，男女間で有意な

差が見られなかったが，身体満足感と関連している要

因は，男女ともに「個人の実体型」であった。さらに

男性では神経症傾向が，女性では自尊感情が身体満足

感と関連しており，男女において身体満足感と関連す

る心理的要因は異なることが示唆された。したがっ

て，今後は上記の点を踏まえた上で，身体満足感から

痩身願望や抑うつなどに派生する男女別のモデルを検

討し，不適切な痩身願望や抑うつなどの精神的健康に

向けた支援の開発が期待される。例えば，身体満足感

から痩身願望に派生するモデルでは，体型に関する損

得意識に焦点を当てており11，神経症傾向などの身体

満足感と関連する心理的要因が考慮されていない。こ

の点に関して，本研究は新たな臨床的示唆の一助とな

る結果を示したといえる。

　最後に，本研究の限界と展望について述べる。ま

ず，本研究の調査参加者数は男女共に少なく，本研究

で扱った調査項目は限定的である。また，本研究で得

られた標準偏回帰係数は有意であったものの，全体的

に値が低値に留まっている。そのため，本研究で扱っ

た要因によって身体満足感の全てが説明されるわけで

はなく，結果の解釈には注意が必要である。次に，本

研究ではBMIの測定値を実体型として捉えたが，今後

の研究では，前述した体脂肪率に加え，筋肉量などの

測定も実施することで，実体型と身体満足感の関連に

おいて新たな知見が得られる可能性がある。若年女性

の身体像は少なからず体脂肪率や筋肉量などが反映さ

れていること34，若年男性の理想の体型が痩せていて

筋肉質であること35が示唆されているため，今後は，

その可能性を考慮した上で，個人の実体型と身体満足

感の関係性を改めて検討していく必要がある。最後

に，本研究は横断的研究であるため，結果の因果関係

について断言することはできない。したがって，「個人

の実際の体型」，「自尊感情」，「性格特性の各特徴」，

「身体満足感」に焦点を当てた縦断的研究によって，各

要因の因果関係について明らかにできる可能性がある。

結　　語

　本研究では，大学生を対象に，身体満足感，個人の

実体 (BMI)，性格特性などについて調べ，個人の実体

型 (BMI)，自尊感情，および性格特性の各特徴から，

身体満足感の関連要因を男女別に検討した。

　その結果，個人が抱えている身体満足感において，

男女間で有意な差異は認められなかった。重回帰分析

の結果，身体満足感と関連する要因は，男性では

「BMI」と「神経症傾向」であり，女性では「BMI」

と「自尊感情」であることがわかった。本研究の結果

から，「個人の実体型」，「自尊感情」，「性格特性の各特

徴」がそれぞれ身体満足感と関連している事が示され

たが，前述したように，体脂肪率や筋肉量，自己の身

体の外見や機能性に対する愛情や受容など身体満足感
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と関連している可能性がある他の要因の検討も必要で

ある。それゆえ，今後身体満足感と関連している可能

性がある他の要因を改めて男女別に検討していくこと

で，身体満足感を改善しうる介入プログラムの開発な

どに繋がることが期待される。
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Examination of factors related to body satisfaction among
male and female college students:

based on an BMI, self-esteem and personality traits

Ryuta Sugita,1 Yoichi Hayashi,2 Yumi Iwamitsu1

1Department of Medical Psychology, Graduate School of Medical Sciences, Kitasato University
2Department of Psychology, Faculty of Letters, Hosei University

Background: Decreased body satisfaction can cause psychological problems such as the desire to lose weight
and depression.  Therefore, in this study, we examined the factors associated with body satisfaction by gender:
"actual body shape of an individual" "self-esteem" and "each characteristic of personality traits."
Methods: The study participants were 44 men (19.5 ± 1.8 years) and 89 women (18.7 ± 1.2 years), for a total
of 133 undergraduate and graduate students (19.0 ± 1.5 years).  From September to October 2016, only
undergraduate and graduate students who agreed to participate in the survey after listening to the explanation
on the research at four-year universities were asked to answer an anonymous questionnaire measuring BMI,
self-esteem, individual personality traits, and body satisfaction.  The completed questionnaires were collected
on the spot.  In order to examine the factors associated with body satisfaction by gender, we performed a
stepwise multiple regression analysis with body satisfaction as the objective variable and "body mass index
(BMI), self-esteem, and BFS (the Big Fire Scale)" as the explanatory variables.
Results: The results of multiple regression analysis suggested that BMI was significantly negatively associated
with body satisfaction in both men and women.  In men, neuroticism was significantly negatively associated
with body satisfaction, and in women, self-esteem was significantly positively associated with body satisfaction.
Conclusion: The factors associated with body satisfaction were "actual body shape of an individual" in both
men and women, neuroticism in men, and self-esteem in women, suggesting that psychological factors
associated with body satisfaction differ between men and women.  In the future, we would like to further
examine body satisfaction, including the percentage of body fat, muscle mass, and affection and acceptance
for the appearance and functionality of the body.

Key words: body satisfaction, BMI, self-esteem, neuroticism
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